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３ 研究の方向

昨年度の研究において，以下のような学習指導の工夫を行った。

＜学習指導の工夫＞〇単元の初めに作成する課題の解決のために必要なことをまとめた資料や，課題に応

じた解決方法をまとめた表や図の提示

〇課題を見直す機会の設定

その結果，子どもたちは，新しく取り組む動きや技を学習の経験や運動の特性と照らして学習内容

や学び方の見通しをもち，繰り返し運動に取り組むことができた。また，自己や仲間の課題に応じた

解決方法を選んで，繰り返し取り組み，動きや技の変化や高まりを実感することができた。さらに，

自己や仲間の動きが変化していることを見取りや映像から伝え合い，課題を見直し，それに伴って変

わる解決方法の選択をしていくことができ，目標とする動きや技へとより近付けることができた。こ

れらの姿からは，自己や仲間が直面する運動の課題を解決し，その運動のもつ楽しさや喜びを実感す

ることができたことがうかがえる。このことから，体育科が目指す資質･能力が培われてきたといえる。

一方で，選んだ解決方法で課題の解決が進まず，活動への意欲が下がってしまったり，動きや技の

変化や高まりが見られず，楽しさや喜びを実感できなかったりする姿も見られた。これらの姿の原因

として，課題の設定を自己の判断に頼り，客観的な視点から見いだそうとしなかったことで，自己や

仲間の見いだした課題が曖昧になってしまったことや，既習の運動やスポーツの特性との関連が図れ

ず，学びが一過性になってしまったことが挙げられる。これらの子どもたちが繰り返し運動に取り組

み，楽しさや喜びを実感するためには，解決方法を選んで取り組む際に，自己や仲間の課題を自己の

判断に加え，客観的な視点から見いだすこと，課題を解決する際には運動の特性と関連付けること，

これまでの学習の経験を基に解決策を伝え合う活動を十分に行うこと，つまり，「見方・考え方」を働

かせ，協働的に学ぶことが必要である。

４ 研究内容

（１）体育科を学ぶ本質的意義と「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

本校体育科が目指す資質・能力の育成に向け，以下のように，体育科を学ぶ本質的意義と問題解決

的な学習の過程における，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿を捉えた。

① 体育科を学ぶ本質的意義

運動やスポーツとの多様な関わりを通して，運動やスポーツのもつ楽しさや喜びを実感すること

運動やスポーツは，「する」ことの他に，「みる」「支える」「知る」といった多様な関わり方をする

ことができる。ゆえに，体育では，体力や技能の程度，年齢や性別，障害の有無などにかかわらず，

誰もが運動やスポーツのもつ楽しさや喜びを実感することができる。また，歩く，走る，跳ぶ，投げ

る，捕る，回る，支える，泳ぐ，踊るといった動きの広がりや，動きと動きの組合せをするといった

新たな体の使い方を知り，これらを主体的に活用できる技能として他種目や日常生活の動きへとつな

ぐことができる。さらに，仲間と運動やスポーツに取り組み，見合い，声を掛け合う中で互いのよさ

を生かして協力することや相手を尊重する態度が培われ，運動やスポーツの楽しみや喜びを分かち合

い，現在及び将来の生活を健康で活力に満ちた楽しく明るいものにすることができるようになる。こ
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ぐためには，どのような動きができるとよいのだろう」を見いだした。Ｋは振り返りに上記の課題と

関連させて「自分たちのチームはボールを取る時に待ってしまって，シュートまでプレルがつなげな

いのが課題。次はこの課題を解消できるようにポイントを見付けたい。」と記述していた。

第５時では第４時に見付けた課題の解決に向けて学習した。子どもたちは最初にプレルしない人を

セストボールでボールを持たない人（以下：サポーター）の動きに例え，「サポーターの動きのポイン

トを見付け，シュートまでボールをつなげよう」というめあてを立てた。以下は，課題解決に向けた

解決策を考える際に，Ｋがセストボールのサポーターの動きとシュートプレルボールの動きを関連付

け，解決策を話し合う際のＫの様子である。

【チーム】

Ｔ ：セストボールのサポーターの動きとシュートプレルボールのサポーターの動きの似ている

ところを見付けて，「３人の形」「動くタイミング」をどのようにすればよいかを話し合っ

てみましょう。

Ｋ ：セストボールのサポーターはいつも三角形を作れるようにジグザグに動いたよね。だから，

シュートプレルボールでもサポーターがいつも三角形に動けるようにするといいと思う。

Ｃ２：セストボールのサポーターはボールをもらうために，次の場所を予測してボールを取る人

が動いたらもらえる位置にすぐ動いたよね。シュートプレルボールも予測して動くって大

切だと思うよ。

【話し合ったことを全体で共有する】（模範となる赤チームの試合の動画を見る）

Ｔ ：赤チームの「サポーターが動き出すタイミング」はどうですか。

Ｃ２：シュートしたボールをとる人が動いたのを見て，サポーターの２人は動き出しています。

セストボールのサポーターもボールを取らない人は次の場所を予測して動いていました。

Ｋ ：（画面を指さしながらサポーターの動きを追う）

Ｔ ：３人の「動く形」と「体の向き」はどうですか。

Ｃ５：形はいつも三角形で，ボールが自分たちのコートに来たら，内側を向いています。

Ｋ ：セストボールのサポーターの動きと似ているところがたくさんあるね。

上記の姿から K は，セストボールのサポーターの動きとシュートプレルボールのボールをつなぐ動

きを関連付け，シュートプレルボールの特性であるチームでボールをつなぐために,味方と適度な距離

を保ってボールを操作することに気付いたと考えられる。子どもたちは話し合ったことを基に，「三角

形を作ること」「ボールを触る人が動き出すタイミングで動き出す」「体を内側に向ける」という解決

策を見付け，練習を行った。以下は，見つけた解決策を基に，練習に取り組むＫの姿である。

【全体で共有したことを基にチーム話し合い，練習する】

Ｃ１：作戦ボードで動きを確認してみよう。（図６）

Ｋ ：うん。相手がシュートしたら，Ｃ１が動いて，Ｃ３の動きに合わ

せて他の２人が動くんだね。

Ｃ２：コートでやってみようよ。

Ｃ２：シュートみたいに投げるね。（Ｋと反対側のコートから）いくよ。（図７）

Ｋ ：（シュートをされたボールの方向に体を向けながら動き，プレルしてシュートをする人に

ボールをつなぐ）（図８・図９）

Ｃ１：（Ｋからのプレルをキャッチし，シュートを打つ）

図６ 動くタイミングを話し合う様子

Ｋ
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